
 1 

 IoTが拓く未来 

  2019 年度採択研究者 

 

松井 勇佑 

 

 

東京大学 大学院情報理工学系研究科 

講師 

 

 

大規模で不完全なセンサデータに対する高速な最近傍探索 

 

 

 

2021年度 

年次報告書 



 2 

§１．研究成果の概要 

 

2021年度は以下の 3 点について研究を実施した。(1) ARM上の高速探索の実現：本研究にお

ける最も重要なテーマであった「ARM上での高速探索方式」を実現した。ARM上での探索におけ

る技術的な課題は、x86 アーキテクチャに特化して設計された SIMD計算部分をどう扱うかという点

にある。私たちはこの点について、ARM用の NEON命令を用いて、ナイーブ実装に対して 10 倍

程度高速な方式を提案した。提案した仕組みは探索分野におけるデファクトスタンダードのライブ

ラリである faissに取り込まれ、今すぐ誰でも使用可能な状態になっている。(2) 2019：2020年度に

行った研究について、難関国際会議 BMVCを初めとした、国際・国内会議への採録を果たした。 

(3) アウトリーチ：本研究計画に関する内容について、NAIST データ駆動型サイエンス創造センタ

ーDSC-NLPセミナーにて招待講演を行い、本分野におけるプレゼンスを高めた。 
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